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数字で見る
弥富市の福祉

（令和４年１２月1日現在）

・人口
・世帯数
・老年人口（６５歳以上）
・老年人口率
（６５歳以上の人口比率）
・要介護認定者数
・要支援認定者数

４３，８５３人
１８，５６９戸
１１，４６８人

２６．２％
１，３４８人
５９０人

１,３０８人
　３７１人

４９６人
５，２４２人

１２．０％

・身体障害者手帳所持者数
・療育手帳所持者数
・精神障害者保健福祉手帳
所持者数
・年少人口（１４歳以下）
・年少人口率
（１４歳以下の人口比率）

ホームページ LINE Facebook

弥富市社会福祉協議会公式 SNS

フォロー
お願いします!



新
年
の
ご
挨
拶

   　

社
会
福
祉
法
人　

弥
富
市
社
会
福
祉
協
議
会

               　

 

会　
　

長　
　

八　

木　

春　

美

謹
賀
新
年

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
本
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
方
々
よ
り
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
福
祉
動
向
と
し
て
、
80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど
も
の
生
活
を
支
え
る
8
0
5
0
問
題
や
介
護
と

育
児
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
いっ
た
複
数
の
課
題
が
存
在
す
る
世
帯
が
増
え
、
こ
の
複
雑
化
・
複
合

化
す
る
課
題
に
対
し
て
従
来
の
支
援
体
制
で
は
ケ
ア
し
き
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
生
ま
れ
た
地
域
共
生
社
会
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
、
市
町
村
が
創
意
工
夫
を
も
っ
て
包
括
的
な
支

援
体
制
を
円
滑
に
構
築・実
践
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
、社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
二
〇
二一年
四
月
よ
り
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
や
分
野
の
枠
を
超
え
、
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
様一人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
て
る
よ
う
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
安
心
な
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
地
域

で
創
って
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
昨
年
は
世
界
情
勢
が
不
安
定
な
中
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
も
あ
り
、
社
会
全
体
に

影
響
が
あ
っ
た一年
で
し
た
。
近
年
で
は
「
D
X(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

」
と
い
う
単
語
を
よ
く

耳
に
す
る
ほ
ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
訪
れ
て
お
り
、
I
C
T
等
の
普
及
に
よ
り
、
社
会
や
教
育
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
福
祉
分
野
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
状
況
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
上
手
く
活
用
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
会
で
は
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
表
出
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
個
々
に
寄
り
添
い
支
援
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
福
祉
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
相
互
援
助
活
動
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
活
躍
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
し
、
本
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
本
市
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
陽
性
者
が
１
日
１
０
０
人
を

超
え
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
第
８
波
に
入
り
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
適
切
な
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
、
室
内
換
気
、
密
を
避
け
る
な
ど
の
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
が
有
効
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
や
大
切
な
ご
家

族
を
守
る
た
め
、お一人
お
ひ
と
り
の
感
染
防
止
対
策
徹
底
と
と
も
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、

引
き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
失
業
・
減
収
し
た
人
の
増
加
、
地
域
交
流
が
滞
っ
た

た
め
社
会
的
孤
立
、
外
出
自
粛
に
よ
る
閉
じ
こ
も
り
の
た
め
高
齢
者
の
虚
弱
化
の
進
行
な

ど
様
々
な
生
活
課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は「
人

に
や
さ
し
い
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
生
活
福
祉
資
金
貸

付
や
生
活
自
立
支
援
相
談
、一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
見
守
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

障
が
い
者
の
自
立
を
援
助
す
る
各
種
事
業
な
ど
「
誰
も
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
『
豊
か
な
福
祉
社
会
』
の
実
現
」
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
た
福
祉
事
業
の
重
要
度
が
更
に
増
し
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
貴
協
議
会

職
員
の
能
力
を
結
集
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
の
福
祉
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
未
来
を
見
据
え
「
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
性
別
、

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
市
が一丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の一層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
も
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
い一年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

弥
富
市
長　

安　

藤　

正　

明
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▼
名
古
屋
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社 
金
３
，６
８
８
円

▼
弥
富
市
北
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

 

お
菓
子
１６
個
袋
詰
め

▼
弥
富
市
東
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

 

お
菓
子
１０
個
袋
詰
め

▼
海
野
寿
美 

金
１
，０
０
０
円

▼
岩
本
禮
子 

金
１
０
，０
０
０
円

▼
弥
富
市
民
ゴ
ル
フ
大
会 

金
１
７
，８
０
０
円

▼
き
ん
ち
ゃ
ん
カ
ッ
プ
弥
富
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

 

金
１
０
，０
０
０
円

▼
匿
名 

金
３
０
，０
０
０
円

▼
匿
名 

金
２
，３
６
７
円

▼
松
岡
静
子 

金
３
０
０
，０
０
０
円

▼
匿
名 

金
３
４
，０
５
０
円

▼
い
き
い
き
サ
ロ
ン
脳
ト
レ 

金
１
１
，２
４
３
円

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
弥
富
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　
　

　
 

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

令
和
４
年
７
月
１2
日
〜

令
和
４
年
１２
月
11
日

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰

12
月
22
日（
木
）ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ア
リ

―

ナ（
愛
知
県
体
育
館
）で『
第
70
回
愛

知
県
社
会
福
祉
大
会
』が
、開
催
さ
れ

ま
し
た
。

福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
民
生

委
員
や
各
種
団
体
の
役
職
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。弥
富
市
か
ら
も
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
＊
敬
称
略
）

愛
知
県
知
事
感
謝

（
民
生
委
員
15
年
以
上
）

小
林
福
子
、石
原
民
子
、伊
藤
正
光

武
知
真
紀
子
、柴
雅
雄
、浦
田
和
世

（
社
会
福
祉
施
設
、団
体
役
職
員
）　

矢
野
恭
平
、石
原
大
佑
、鬼
頭
源　
　

宇
都
悠
子

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
民
生
委
員・児
童
委
員
）

伊
藤
明
美
、佐
野
一

（
社
会
福
祉
施
設・団
体
役
職
員
）

戸
谷
成
美
、本
田
祥
子
、内
藤
正
代

安
井
育
代

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

（
民
生
委
員・児
童
委
員
）

鈴
木
満
也
、冨
田
美
津
子
、三
浦
美
紀

橋
本
恵
美
子
、梶
原
美
鈴
、佐
藤
智
代
美

（
社
会
福
祉
施
設
、団
体
役
職
員
）

住
田
雄
哉
、伊
藤
美
紀
子
、古
田
節
代

佐
枝
徹
、矢
田
陽
子
、渡
邊
美
佳

松
江
睦
子
、鈴
木
芳
樹
、前
田
剛
志

佐
藤
友
希

●
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
表

彰
愛
知
県
知
事
表
彰

（
更
生
援
護
功
労
者
）

志
水　
英

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰

（
更
生
援
護
功
労
者
）

山
本
み
ゑ
子

●
県
老
人
福
祉
大
会
表
彰

愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
）

狐
地・稲
吉
福
寿
会

愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
感
謝

（
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
）

荷
之
上
A
福
寿
会 

服
部　
義
晴

●
福
寿
会
連
合
会
時
局
講
演
会

11
月
18
日（
金
）市
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
時
局
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
教

授
の
鷲
野
明
美
様
を
講
師
に
お
迎
え

し
、「
新
し
い
自
分
の
発
見
〜
リ
フ
レ

ー
ミ
ン
グ
の
魔
法
〜
」を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

約
90
名
の
福

寿
会
会
員
が
、

リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
法（
考
え
方

の
捉
え
方
転

換
）な
ど
熱
心

に
聴
講
さ
れ
ま

し
た
。

●
金
婚
夫
婦
お
祝
い

11
月
3
日（
木
・
祝
）市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
結
婚
50
年
の
節
目
を
祝

う『
金
婚
式
』を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、め
で
た
く
38
組
の
ご
夫

婦
が
金
婚
を
迎
え
ら
れ
、式
典
で
市
よ

り
記
念
品
等
の

贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
皆
様
、

誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

法
人
会
員
様
ご
紹
介
　※

敬
称
略

有
限
会
社
　
中
村
業
務
店
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カップル3組誕生
11月23日(水・祝）市総合福祉センターで『やとみ♡ふく婚パ
ーティー』を開催しました。
男性９名、女性8名で実施しました。当日は、UVレジンアク
セサリーづくりやボッチャ体験、トークなどでコミュニケーシ
ョンを深め、楽しいひと時を過ごしました。
そして、運命のカップリング発表では、見事、3組のカップル
が成立しました！カップルになられた皆様、おめでとうござい
ます。

１２月３日(土）ＴＫＥスポーツセンターで市子連スポーツ大会「長縄８の字跳び」が開催されました。
久々に開催された大会には、７チームが参加しました。各チーム２回挑戦し、３分間で跳べた回数を

競います。跳べた回数の多い方が記録になります。選手宣誓の後、競技が始まり、日ごろの練習の成果
を競いました。
結果は、第１位が２１７回を跳んだ「弥生Ａチーム」でした。
上位４チームは１月２１日(土）の海部地区子ども会スポー

ツ大会に出場します。応援よろしくお願いします。今後とも
子ども会の活動にご理解とご協力をお願いします。
参加してくれ

た子どもたち、
大会関係者の
皆様、大変お疲
れ様でした。

紹介紹介

やとみ　ふく婚Partyやとみ　ふく婚Partyやとみ　ふく婚Partyやとみ　ふく婚Party

１１月１２日(土）名古屋市公会堂にて愛知県子ども会大会が開催されました。今回顕彰を受けた子
ども会は以下の通りです。おめでとうございます。

第１位
第２位
第３位
第４位

弥生Ａ
白鳥Ａ
弥生Ｃ
栄南男子

２１７回
１９９回
１９０回
１８４回

回数チーム名（学区名）

無事故表彰

愛知県知事表彰　優良子ども会
愛知県社会福祉協議会長表彰　優良子ども会
愛知県子ども会連絡協議会長表彰　優良子ども会

あかり第２子ども会、あずま子ども会、十四山さくら子ども会、
さくら３子ども会、杉の子子ども会、すみれ子ども会、宝子ども会

あかり第１子ども会
稲穂子ども会
あかり第３子ども会

子ども会名顕彰名
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９月１７日(土）・１８日(日）第５４回愛知県身体障害者作品展が弥富市総合社会教育センターにて
開催されました。１８日は台風の影響もあり中止となってしまいました。
弥富市では、初の試みという事で、作品も集まるかという不安もありましたが、138点の作品が集
まり、１日という短い期間でしたが無事に終えることができました。
作品の中から部門ごとで、「弥富市長賞」、「弥富市議会議長賞」など優秀作品が選ばれ、来場され
た方々も作品の出来栄えに感動していました。

イベ ントイベ ント

コロナ禍の影響により、２年間中止になっていた「機能回復訓練研修会」が再開となりました。
６月１５日(水）「抹茶ミュージアムとメロン狩り」に出かけました。昼食時に一人半玉のメロンをいた
だき、お土産用に目利きしたメロンを持ち帰り帰宅後もメロンのおいしさを楽しみました。

１１月１６日(水）「愛西方面と津島神社」
に出かけました。参加者が以前よりも増
え、久しぶりの再会に話にも花を咲かせて
いました。
昼食には蟹のおいしさに舌鼓を打ち、ゆ
っくりとしたランチタイムを楽しみました。
その後、津島神社に出かけ思い思い参
拝されていました。

今回、参加された方々とパシャリ。

弥富市身体障害者福祉会

第35号5



赤い羽根共同募金　入賞作品紹介！赤い羽根共同募金　入賞作品紹介！ ポスター
の部

力作ぞろいの中から、入選　　　 作品と入選者を御紹介します。力作ぞろいの中から、入選　　　 作品と入選者を御紹介します。
今年度も赤い羽根共同募金作品コンクールが実施され、市内各小・　　　中学校から多数の作品が寄せられました。誠にありがとうございました。今年度も赤い羽根共同募金作品コンクールが実施され、市内各小・　　　中学校から多数の作品が寄せられました。誠にありがとうございました。

【 赤い羽根共同募金作品コンクールポスターの部 】
学　校 学年 氏　名

1 年
4年
1年
2年
6年
5年
3年
1年
6年
5年
4年

飯田　朱音
野崎　ひなた
荒川　莉穂
松浦　真央
八木　皓也
加藤　百々果
大坪　夕真
脇坂　実里
時　千夏
箱木　来美
早川　晶那

賞
金賞
銀賞
銅賞

佳作

入選

桜 小 学 校
日 の 出 小 学 校
十 四 山 中 学 校
弥 富 北 中 学 校
大 藤 小 学 校
十四山東部小学校
弥 生 小 学 校
弥 富 中 学 校
白 鳥 小 学 校
栄 南 小 学 校
十四山西部小学校

十四山中学校１年
荒川　莉穂銅

日の出小学校４年
野崎　ひなた銀

桜小学校１年
飯田　朱音金

愛知県共同募金会金賞
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赤い羽根共同募金　入賞作品紹介！赤い羽根共同募金　入賞作品紹介！書道
の部

力作ぞろいの中から、入選　　　 作品と入選者を御紹介します。力作ぞろいの中から、入選　　　 作品と入選者を御紹介します。
今年度も赤い羽根共同募金作品コンクールが実施され、市内各小・　　　中学校から多数の作品が寄せられました。誠にありがとうございました。今年度も赤い羽根共同募金作品コンクールが実施され、市内各小・　　　中学校から多数の作品が寄せられました。誠にありがとうございました。

【 赤い羽根共同募金作品コンクール書道の部 】
学　校 学年 氏　名

3 年
4 年
6 年
3 年
5 年
5 年
4 年
3 年
6 年
6 年
3 年

堀　実芭
山口　倫加
小坂井愛美梨
神野　結加
坂元　大介
岡戸　星那
飯田　有
鈴木　暖杏
笹原　友希音
勝見　壮良
原田　朱梨

賞
金賞
銀賞
銅賞

佳作

入選

十 四 山 中 学 校
栄 南 小 学 校
桜 小 学 校
弥 富 北 中 学 校
日 の 出 小 学 校
十四山東部小学校
大 藤 小 学 校
弥 富 中 学 校
弥 生 小 学 校
十四山西部小学校
白 鳥 小 学 校

栄南小学校４年
山口　倫加銀

桜小学校６年
小坂井　愛美梨銅

十四山中学校３年
堀　実芭金
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福祉体験作文コンクール受賞者 　
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
作
文
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
閉
症
を
知
る

弥
富
北
中
学
校　
一年　
永
久　
桜
輔

　
ぼ
く
の
い
と
こ
Ｒ
君
は
自
閉
症
で
す
。「
自

閉
症
」
と
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
い
い
、

対
人
関
係
、
人
と
話
す
事
が
苦
手
、
強
い
こ
だ

わ
り
が
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
、
発
達
障

害
の一つ
で
す
。
自
閉
症
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
人
に
よ
っ
て
特
徴
が
違
い
ま
す
。Ｒ
君
の
日
常

生
活
は
、健
常
者
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
嫌
な
事
が
あ
っ
た
時
や
、
悲
し
い
事
が

あ
っ
た
時
は
、
お
こ
っ
て
、
場
所
関
係
無
し
に

大
き
な
声
で
さ
け
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
泣
い
て

自
分
の
頭
を
思
い
っ
き
り
強
く
た
た
い
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
年
の
子
と
比
べ
て

し
ま
う
と
出
来
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
て
、
幼

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、Ｒ
君
な
り
に
成

長
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
時
々
Ｒ
君
と
お
風
呂
に
入
る
事
が

あ
り
ま
す
。一緒
に
入
る
と
い
う
よ
り
は
、
洗
っ

て
あ
げ
た
り
、
ふ
い
て
あ
げ
た
り
と
お
世
話
す

る
感
じ
で
す
。こ
の
間
、い
つ
も
の
様
に
入
る
と
、

自
分
で
頭
、
顔
、
体
を
洗
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
る
で
お
じ
さ
ん
が
洗
う
か
の
よ

う
に
ガ
ー
ッ
と一
人
で
洗
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。Ｒ
君
の
お
父
さ
ん
が
洗
い
方
や
、
流

し
方
な
ど
を一つ
ず
つ
教
え
て
あ
げ
て
、
そ
の
通

り
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し

笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
洗
い
方
だ
っ
た
け
ど
、

ち
ゃ
ん
と
出
来
て
い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
お
風
呂
を
出
て
、「
Ｒ
君
が
自
分
で
洗
え

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。」
と
話
す
と
、「
修

学
旅
行
に
向
け
て
、
自
分
で
洗
え
る
よ
う
に一

生
け
ん
命
努
力
し
た
ん
だ
よ
。」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
六
年
生
が一
人
で
お
風
呂
に
入
る

の
は
当
た
り
前
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、Ｒ
君
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
大
変
な
の
で
す
。
毎
日

く
り
返
し
教
え
て
あ
げ
て
く
り
返
し
、
出
来
る

だ
け
周
り
の
環
境
を
整
え
て
あ
げ
、
出
来
た
こ

と
を
い
っ
ぱ
い
ほ
め
て
あ
げ
、
少
し
ず
つ
出
来

る
事
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
将
来
、
自
分
で

生
活
す
る
た
め
に
Ｒ
君
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一つ
、
大
変
な
事
が
あ
り
ま
す
。
嫌
な

事
が
あ
る
と
大
き
な
声
で
さ
け
ん
だ
り
、
自
分

の
頭
を
思
い
っ
き
り
た
た
く
こ
と
で
す
。Ｒ
君

は
、
ゲ
ー
ム
、
ス
ウ
ィ
ッ
チ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
が

大
好
き
で
す
。
ゲ
ー
ム
に
は
勝
敗
が
つ
き
も
の

で
す
。Ｒ
君
は
、
ゲ
ー
ム
に
負
け
る
と
お
こ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
、
周
り
が
わ
ざ

と
負
け
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な

の
で
は
ダ
メ
な
の
で
、
ル
ー
ル
を
作
り
ま
す
。

お
こ
る
な
ら
ゲ
ー
ム
は
や
ら
な
い
。
負
け
て
く

や
し
い
Ｒ
君
は
、
自
分
の
頭
を
ガ
ン
ガ
ン
た
た

き
ま
す
。
ぼ
く
は
、Ｒ
君
と
そ
の
お
母
さ
ん
が

作
っ
た
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
て
も
、
わ
ざ
と
負
け

よ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
泣
い
て
も

Ｒ
君
の
お
母
さ
ん
は
、「
ル
ー
ル
は
ど
う
だ
っ

た
。」
と
何
回
も
聞
い
て
、
自
分
が
「
お
こ
ら

な
い
。」
と
言
う
ま
で
聞
き
続
け
ま
す
。Ｒ
君
は

ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
、
自

閉
症
と
い
う
障
害
の
特
徴
で
難
し
い
の
で
す
。

ぼ
く
は
今
、
反
こ
う
期
の
最
中
で
す
。
自
分

で
ダ
メ
と
分
か
っ
て
い
て
も
注
意
さ
れ
る
と
腹

が
立
ち
ま
す
。
自
閉
症
と
反
こ
う
期
は
全
然
違

う
も
の
だ
け
ど
、Ｒ
君
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。
こ
の
ぼ
く
の
イ
ラ
イ
ラ
し
た
感
じ
、

誰
も
分
か
っ
て
く
れ
な
い
感
じ
の
気
持
ち
が
Ｒ

君
は
、
毎
日
な
の
か
な
と
思
う
と
、
と
て
も
大

変
だ
な
と
思
い
ま
す
。

Ｒ
君
は
毎
日
一生
け
ん
命
生
き
て
い
ま
す
。Ｒ

君
が
外
出
先
や
飲
食
店
で
さ
わ
い
で
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
冷
た
い
視
線
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
体
の
大
き
い

子
が
、
た
く
さ
ん
ぬ
い
ぐ
る
み
を
持
っ
て
、
頭

を
ガ
ン
ガ
ン
た
た
い
て
泣
い
て
い
た
ら
、
何
だ

ろ
う
と
見
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ

ん
な
時
、怖
い
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。今
、

現
実
と一生
け
ん
命
戦
っ
て
い
る
ん
だ
と
、
逆
に

応
援
し
て
あ
げ
て
欲
し
い
で
す
。

ぼ
く
は
、Ｒ
君
と
い
う
存
在
が
い
て
、
自
閉

症
と
い
う
も
の
を
身
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
健
常
者
が
普
段
の
生
活
の
中

で
障
害
を
意
識
し
て
生
活
す
る
と
言
わ
れ
て
も

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
た

ら
、
足
が
不
自
由
な
の
か
な
。
手
話
を
使
っ
て

い
た
ら
、耳
が
聞
こ
え
な
い
の
か
な
。
杖
を
使
っ

て
い
た
ら
、
目
が
見
え
な
い
の
か
な
。
と
身
体

障
害
者
の
方
な
ら
気
付
け
る
と
思
い
ま
す
。
車

イ
ス
が
つ
ま
っ
て
い
た
ら
、
押
し
て
あ
げ
る
。

ぼ
く
は
手
話
を
使
え
な
い
の
で
、
筆
談
で
何
と

な
く
手
伝
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
自
閉

症
の
方
な
ど
は
、
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
ど

う
接
し
た
ら
い
い
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

毎
年
や
る
二
十
四
時
間
テ
レ
ビ
で
は
、
障
害

者
の
方
が
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
十
五
分
位
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
映
り
き

ら
な
い
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
の
テ
レ
ビ
で
も
、
こ
ん
な
人
が
居
る
ん

だ
な
と
知
る
だ
け
で
も
違
う
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
四
月
二
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
だ

け
で
も
、
自
閉
症
の
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
て
ほ
し
い
で
す
。
周
り
の
人
と
話
す
だ
け
で

も
、
意
識
す
る
だ
け
で
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
自
閉
症
の
方
、
障
害
を
持
っ
て
い
る

方
々
が
生
き
や
す
い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
す
。

最優秀作文を
紹介します

福
祉
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

福
祉
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

賞
最 優 秀 賞 弥 富 北 中 学 校

桜 小 学 校
十四山東部小学校
海 翔 高 校
弥 富 北 中 学 校
白 鳥 小 学 校
十 四 山 中 学 校
弥 富 中 学 校
栄 南 小 学 校
日 の 出 小 学 校

優 秀 賞
秀 逸

入 選

佳 作

学　校 学　年 氏　名
1 年 永久　　桜輔

泊　　　颯蘭
伊藤　　愛栞
竹下　　海生
青木　　優有
日箇原　央空
船野　あおい
佐藤　那々子
加藤　里緒菜
三輪　　一登

1 年
1 年
5 年

4 年

3 年
2 年
5 年

6 年
4 年
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回収日時　月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後５時
休　　み　土曜日、日曜日、祝日、

８月１３日～８月１５日、１２月２９日～１月３日
収集場所　総合福祉センター内チャレンジハウス弥富（ＴＥＬ６５－８００８）

十四山総合福祉センター内地域活動支援センター十四山（ＴＥＬ５２－３４２５）
回収物　　新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック・アルミ缶・古着　　
　　　　　（※十四山は、アルミ缶・古着の回収はなし）

廃品回収のご案内

チャレンジハウス弥富
新年明けましておめでとうございます。昨年も新型コロナウイルスの影響を受け

る中、多くの方々に温かいご支援をいただき、誠にありがとうございます。
チャレンジハウス弥富では、今年度より就労意欲向上と社会生活訓練を目的に、

毎週木曜日に嗜好品（お菓子等）販売を実施しております。ご家族にも協力してい
ただき、利用者さんの給料からお金を準備していただいています。販売時には、楽
しそうにゆっくりお菓子を選び、自身で財布からお金を出して支払いをします。購入
後は、美味しそうにお菓子を食べる姿や大事そうにロッカーなどにしまいに行く姿
が見られ、とても微笑ましいです。
作業訓練では、新型コロナウイルス感染拡大等の影響もあって作業量が安定し

ない中でも、取引先の方々の協力もあり作業を確保し、一生懸命取り組んでいま
す。また、自主製品の製作でも、新たにレジンを使用したグッズ作りにも取り組み始
めました。
地域イベント等での販売会にも参加する事が出来るようになり、地域の方と触れ

合う機会も少しずつ増えてきました。
昨年度より開始した、北地区の民生委員さんの作業支援ボランティアも続いてお

り、利用者にとっても良い刺激になっています。
行事などに関しても、感染症対策をしながら民生委員さんやボランティアさん等

の協力を得て実施しております。
今後も感染症対策をとりながら、施設内に留

まらず、地域に出て作業訓練や社会生活訓練
に取り組んでいきたいと思っていますので、ご
理解並びにご支援をいただけると幸いです。よ
ろしくお願いします。
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地域活動支援センター十四山
みなさんは「ど根性ひまわり」というのをご存じですか？平成23年3月11日に発

生した東日本大震災の大津波のあと、どこからか流れ着いた1つのひまわりの種
が、塩害にも負けずに瓦礫の中から芽を出しました。たくましく育ち、その夏大き
な花を咲かせ、「がんばろう！石巻の会」の人たちは、そのひまわりを「ど根性ひま
わり」と呼びました。そして、その夏の終わりに採れた約150個の種は2世3世と生
命を繋ぎながら、日本各地や海を越えて大勢の方に、負けない心と励ましの心を
届けているそうです。
そんな「ど根性ひまわり」の話を聞き、令和4年の夏、初めての試みとして、ひま

わりを育ててみようということになりました。毎年、畑に力添えして下さる民生委
員の方に、その取り組みの話をしたところ、ポットに5センチ程の芽が出たひまわ
りを30本寄付してくださることになりました。早速、みんなで畑に植え替え、大き
くキレイな花が咲くよう願いを込め、連日水やりを行いました。夏に向かい暑さが
日に日に増していき、ひまわりは順調にぐんぐんと背を伸ばし、高さ1.5メートル
程まで成長し、夏本番の7月後半には、太陽が照り付ける中、次々と東側を向いて
咲き始めました。黄色の花弁が多数重なる30本のひまわりを眺めていると、自然
とパワーをもらえる感じになりました。きっと石巻の方たちも「ど根性ひまわり」を
励みにして過ごされた方もいたのではないでしょうか？ 
最後に「ど根性ひまわり」が伝えてくれたもの。そして、それを繋ぐ人の想いを、

地域活動支援センター十四山の畑で再現ができたことを少し誇らしく思いまし
た。また、今回のひまわりの種を残しておいたので、令和5年の夏も花を咲かせた
いと思います。大輪のひまわりを見かけた時は「ど根性ひまわり」を思い出してく
ださいね。
このひまわりを育ててみたいなと思われた方は、地域活動支援センター十四山

にご連絡をいただければ、種をおすそ分けいたします。
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社会福祉法人弥富市社会福祉協議会 非常勤職員 募集

応募資格

履歴書及び資格の写し提出

65歳未満、高卒以上
普通自動車免許、介護福祉士または介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー2級）

土日・祝及び１２月２９日から翌年１月３日までの日 ※休日勤務あり

高齢者や障がい者宅に訪問し、ホームヘルプサービスを提供

8時～18時の間で5.5～7時間

休 日

職種 勤 務 地募集人員

応 募

職務内容
１，１６４円～時　　給
期末手当支給、社保完備、福利厚生あり
交通費規定内支給、車通勤可、試用期間１か月（給与同額）

待　　遇

勤務時間
週３～５日　※勤務時間、日数等相談可勤務日数

なでしこ指定
訪問介護事業所１名

勤 務 地募集人員 地域活動支援
センター十四山１名

ホームヘルパー

問い合わせ・応募先　弥富市社会福祉協議会（弥富市総合福祉センター内）
〒498-0021　弥富市鯏浦町上本田９５番地１　TEL 0567-65-8105

8：00～10：00　朝便（2時間勤務）、15：30～17：30 夕便（2時間勤務）勤務時間

利用者の送迎、送迎車の整備、軽作業等職種内容

週２～３日勤務日数

１，０３５円～時　　給
交通費規定内支給、車通勤可、試用期間１か月（給与同額）待　　遇

65歳未満、高卒以上、資格・経験等不問、普通自動車免許取得者、障がい
者福祉に理解、関心がある方

応募資格

履歴書（写真貼付）応　　募

土日・祝及び１２月２９日から翌年１月３日までの日休　　日

面接 ※随時選考内容
弥富市総合福祉センター面接会場
年度ごとの雇用契約、更新有そ  の  他

職種 送迎運転手兼補助員
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相談無料  相談コーナー

相談スケジュール

○市内に住所を有する方　　　　　　　　　　
○市内事業所等に勤務する方
○結婚後、弥富市に定住する意思のある方
上記のいずれかに当てはまる、満２０歳以上の結婚希望者に無料で相談や出会いの場を提供します。
ご希望される方は事前にお申し込みください。なお、登録は相談日以外でも受付可能です。

結婚相談

「家賃が払えない」「仕事がなかなか見つからない」「病気で働けない」等の理由で悩んでいる方
の相談に応じています。

生活自立支援相談

弥富市社会福祉協議会
TEL 0567-65-8105　FAX 0567-65-8002 問い合わせ先・ご予約先

十四山総合福祉センターで司法書士による相続・登記に関する相談が受けられます。（予約制・
１人３０分）です。市内にお住まいの方または事業者の方、お気軽にお申し込みください。

司法書士による相続・登記の手続き相談

※1　通常実施日以外
※2　生活自立支援相談は弥富市社会福祉協議会 ( 生活自立支援センター ) にて常時おこなっ

ています。
新型コロナウイルスの感染拡大状況などにより日程変更・中止となる場合があります

心配ごと相談・弁護士による法律相談
○市内の方ならだれでも、どんな困りごとでも無料で相談に応じています。
○相談員（民生委員・人権擁護委員・行政相談員など）による予約不要の『心配ごと相談』と弁護
士による『法律相談』（予約制・１人３０分）があります。お気軽にご利用ください。
※法律相談は１人あたり、年度内（４月～翌３月）で２回まで。ただし同一内容での相談は原則１回限り。

※１

※１
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